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JPDA 5月定例理事会議事録 

 

日 時：平成２７年５月２９日（金）午後１時００分〜午後３時２０分 

場 所：東京ガーデンパレス ３階 平安（A） 

出席者：理事２２名中１８名（加藤芳夫、伊藤 透、牛島志津子、梅原 真、 

     江藤正典、小川裕子、加藤和美、加藤憲司、田川雅一、竹内清高、 

     永島 学、中森恭平、名久井貴信、藤田 隆、丸本彰一、森 孝幹、 

     八木勇達、山﨑 茂） 

    欠席届（井上 聡、畝野裕司、菊地泰輔、信藤洋二） 

    監事２名中１名（池田 毅） 欠席（島崎英雄） 

 

議事の経過： 

  定款第31条(議長)により加藤理事長を議長に選出し、議長は直ちに本日理事会出席者 

  18名を確認、定款第32条(決議)による出席者が過半数に達していることを確認し、定款 

  第34条により議事録署名人が加藤芳夫理事長、伊藤透副理事長、池田毅監事の３氏であ 

  ることを確認し、議事に入る。 

  (決裁事項の議案号数はゴシック。) 

 

第１号議案 新入会員入会審査の件 

 本日の理事会までに入会申込み法人２社、個人３人があり、定款 6 条並びに会員規定に基 

 づき入会審査を行い、下記の法人２社、個人３人の入会を承認した。 

  (１)法人会員（２社） 

   ＜東日本＞ 

    株式会社ワークファブリック（推薦者＝和久津康弘） 

   ＜西日本＞ 

    和多田印刷株式会社（推薦者＝加藤芳夫） 

  (２)個人会員（３名） 

   ＜東日本＞ 

    粟井理紗子 (あわい りさこ)（推薦者＝田川雅一） 

    柴田まりも（推薦者＝佐藤勝則） 

    菅原裕介 (すがわら ゆうすけ) （推薦者＝山本素久） 
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第２号議案 退会承認の件 

 本日の理事会までに退会届を提出した法人会員２社、個人会員６人の退会を承認した。 

  (１)法人会員（２社） 

   ＜東日本＞ 

    エイボンプロダクツ株式会社（担当デザイナー退職のため）[４月末退会希望] 

    株式会社エスプライド（あまり参加する機会がなかったため）[４月末退会希望] 

  (２)個人会員（６人） 

   ＜東日本＞ 

    近藤芳久(よしひさ)（陶芸の道にシフト中のため）[６月末退会希望] 

    曽根原悦夫(高齢になったため) [４月末退会希望] 

    竹内二朗（70歳を過ぎ引退を考えているため）[６月末退会希望] 

    水沢あゆみ（諸般の事情により）[３月末退会希望] 

    和久津康弘（法人会員に入会のため）[５月末退会希望] 

   ＜中日本＞ 

    江田裕子（法人会員として頑張ります）[３月末退会希望] 

 

第３号議案 協会名義使用承認の件（過去に実績有り） 

 山崎事務局長より下記の１件については、これまでに協会名義使用承認実績があることか 

 ら、既に回答済みであることが案内された。 

  (１) 後援名義の使用依頼 

   ・「鹿児島の食とデザイン 2015」開催に向けての後援名義の使用依頼 

    主催 鹿児島県（商工労働水産部 経営金融課）  

 

第４号議案 正副理事長報告 

 加藤理事長、伊藤副理事長から下記の報告があった。なお、加藤理事長から25日に出席し 

 たJJDA創立50周年記念講演会及びレセプションの席上、内閣府の立入検査を受けたとのこ 

 とで、大変厳しい検査であったようである。 

 加藤理事長報告   ・4／24  NPO日本タイポグラフィ協会顕彰 第14回佐藤敬之輔賞 

               (石川九揚氏)授賞式に出席 

           ・5／25  JJDA創立50周年記念講演会及びレセプションに出席し挨拶 

           ・5／28  (公社)日本包装技術協会 懇話会の講師として出席 

          ・6／ 2  東北工業大学で講演・ワークショップの講師として出席予定 

               江藤理事が東北プロジェクトメンバーとして参加予定 

          ・6／ 6 代官山蔦屋での年鑑発刊記念トークショウに出席予定 
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          ・6／16  2015日本パッケージングコンテスト(主催：日本包装技術協 

               会)審査会に審査員として出席予定 

 伊藤副理事長報告 ・6／ 6  JIDA総会後のトークセッション＋懇親会に出席予定 

               

第５号議案 アスパック事業の「収益事業変更認定申請」承認の件について 

 山崎事務局長から下記の提案があり、質疑応答の結果、「アスパック事業に関しては収益事 

 業として変更認定申請をする」ことが全会一致で承認された。 

 ３月定例理事会で承認された「アスパック事業(アジア学生パッケージデザインコンペ事 

 業)」の「公益事業変更認定申請」は、４月 14 日に申請が終了したが、内閣府から当事業 

 は「国際交流基金からの受託事業」であり、公益事業としてではなく収益事業として変更 

 認定申請すべき旨の連絡があった。 

 内閣府の説明では、公益事業は各事業体が主体的に行う事業であり、受託事業の場合は主 

 体が委託先にあるため、受託する側の公益事業にはならないとの見解であった。 

 もう一つの留意点は、JPDA は収益事業を行う申請をしていないため、改めて「収益事業 

 を行う変更認定申請」を行い、公益認定等委員会の認定を受ける必要があることである。 

 そこで、本日の理事会で「収益事業を行う変更認定申請手続き開始」の承認を受け、６月 

 初旬には申請作業を終わらせたいと考えている。 

 なお、公益認定等委員会の認定判定は 7月下旬を予測しているが、「変更認定申請手続き」 

 に関し、内閣府とのやり取りの中で若干の修正を余儀なくされる場合には、理事長決裁で 

 進行させていただくことを含めて承認いただきたい。 

 また、7月下旬に収益事業が認定されると、平成 27年度の予算案は「平成 27年度正味財 

 産増減予算書(案)修正版」になるので、併せて承認願いたい。 

 この修正は、アスパック事業に係わる収益と費用を公益会計から収益会計に移しているだ 

 けだが、1,700 万円を公益から収益に移すので、公益比率は 79.2%から 59.4%になるが、 

 公益比率 50%以上をクリアしているし、トータルとしての一般正味財産期末残高の 3,040 

 万円に変更はない。 

 

第６号議案 「新入会員拡大に向けての」提案について 

 本日の理事会までに、各役員から書面で提案のあった「新入会員拡大策」を順次紹介いた 

 だいたが、後に総会を控え十分な検討時間がとれないこともあり、改めて7月理事会で全員 

 の意見をベースに検討することとした。 

 なお、梅原理事から口頭で拡大案「逆目線、つまり皆さんの考え方の逆で、入会をお願い 

 するのではなく、理事会で推薦者を決定して、本人に伝える。」が紹介された。 
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第７号議案 委員会報告 

＜報告事項＞ 

○全国会議  

 ・藤田理事から資料に沿って、全国会議につき下記の案内があった。 

  ・テーマ：「モノづくり大阪の底力」 

  ・会 場：ものづくりの総合支援拠点MOBIO@東大阪市 

  ・日 程：10月2日(金) 〜 3日(土) 

  ・懇親会＋宿泊：ホテル阪奈（リゾートホテルスタイル）全館貸切 

  ・会議内容：セミナー：大阪ブランド「大阪製」ものづくり社長×3 

             取材VTR(情熱大陸風？)ものづくり現場を紹介!! 

        パネルディスカッション：デザイナー×ものづくり社長×コーディネータ 

  ・翌 日：オプショナルツアー（各種） 

 ・藤田理事から資料に沿って、デザイナー100人が作る 日本酒ラベルデザイン展 

  「日本酒で乾杯!」の作品募集が案内された。（既に配布済みのチラシで確認ください） 

○出版 

 ・山崎事務局長から、「年鑑日本のパッケージデザイン2015」の入選・入賞者用の案内 

  チラシが紹介された。(特別価格 10% OFF) 

○デザイン保護 

 ・伊藤副理事長から資料に沿って、下記の2つが案内された。 

  ・パッケージデザイン知財セミナー＜デザイン保護ハンドブックを読み解く＞概要編 

   日  程：2015年7月16日(木) 18:30 〜 20:30（受付開始 18:00） 

   講  師：永芳太郎氏（みずの永芳特許事務所 所長・弁理士） 

   参 加 費：1,000円/名 

   募集人数：40名（先着順） 

   会  場：「Gallery . Too」港区虎ノ門3-4-7 虎ノ門36森ビル3階 

  ・デザイン保護委員会 事業活動報告 

   ◆HP/レポートページの更新 

    [Vol.66]2015・4・14「知的財産権を侵害しないことの保障」 

    [Vol.67]2015・5・20「パッケージデザイン知財セミナー」＜デザイン保護ハンド 

        ブックを読み解く＞ 

   ◆4/16 D-8デザイン保護研究会 参加 18:30〜20:30 六本木 JIDA会議室 

   ◆4/17 JPDAデザイン保護委員会 開催 18:30〜20:30 JPDA事務局 

  (詳細はHP/レポートで確認ください) 
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○国際交流 

 ・森理事から口頭で、「APD in ソウル」への参加の様子が報告され、伊藤副理事長、田川 

  理事から補足があった。 

  JPDAは25名で参加し、挨拶は当日出席できなかった加藤理事長に代わり伊藤副理事長、 

  地域レポートは田川理事が担当した。通訳があまり良くなくて、会議の内容が十分理解 

  できなかったのが残念であった。韓国・上海・台湾のデザインレベルは格段に上がって 

  きている点と、参加国のメンバー構成にかなりの違いがあり、上海はかなりレベルの高 

  いメンバーが参加していた点が気になった。また、当日の各国の出し物も、JPDAを除け 

  ば事前の練習がしっかり行われているようで、日本の付け焼き刃とは違っていた。 

  以上を踏まえ次回2017年の台湾開催に向けては、事前の準備と参加者の検討等をしっか 

  りすべきであると反省している旨が報告された。 

  その為の一助として、APD事業を時系列に整理してみてはどうかとの意見が出された。 

○コンペティション 

 ・名久井理事から口頭で、2016年のコンペティションに向けてカテゴリー再考に関しての 

  打合せを開催し、現在、案を絞り込む作業中であり、纏まり次第理事会に報告したい旨 

  が案内された。 

○出版 

 ・山崎理事から口頭で、6月5日〜25日まで代官山の蔦屋において、六耀社・蔦屋・JPDA 

の共催で、「年鑑日本のパッケージデザイン2015」の出版記念イベントを開催予定である

こと及び、6月6日(土)には加藤理事長×コンペ入賞者とのトークショウを開催予定であ

ることが案内された。また、会場で大賞・金賞作品展示の準備を資生堂の駒井氏に依頼

していることが紹介された。 

 ・永島理事から口頭で、５月20日〜６月5日のスケジュールで開催中の大阪成蹊大学「大賞 

  2015巡回展」で、特別講演を行ったことが報告された。30名程度の参加者で、その半 

  数は高校生であったとのことであった。 

○東北プロジェクト 

 ・江藤理事から口頭で、6月2日に開催される加藤理事長の東北工業大学でのセミナー＋ワ 

  ークショップに同行し、プランナーの佐々木氏と打合せを行い、今後の東北プロジェク 

  ト事業の進め方の事前調整を行いたい旨が案内された。 

 ・今年もJAGDAから、東北経済産業局から受託した「おいしい東北」への協力要請が加藤 

  理事長・梅原理事に来ているが、今年はJPDAの協力姿勢が外部にも見えるレベルをグラ 

  フィック表現(チラシ、ポスター等)にして欲しい旨をJAGDAに申し入れることとした。 

○中日本(愛知・岐阜) 

 ・八木理事から口頭で、過去にも学生さん達にセミナーに参加して貰うべく働きかけをし、 
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その時のセミナーでは少し成果が出ても、それを継続できるようにフォローしていくこと

は非常に難しいと感じている旨が案内された。 

 

第８号議案 事務局報告 

 山崎事務局長から、資料に沿って下記の案内があった。 

 ・後援名義使用承認の件について 

 ・５月２9日(金)スケジュールについて 

 ・第 34回通常総会・記念講演会・交流会の進行手順確認について 

 ・第 34回通常総会等会場レイアウトについて 

・平成27年5月1日現在の会員数について 

・平成27年度「事業カレンダー及び委員会名簿」の確認依頼について 

 

第９号議案 次回理事会開催スケジュール 

 日時：平成２7年７月８日（水）午後２時〜５時 

 場所：文京シビックセンター(障碍者会館) ３階 会議室 A 

    東京メトロ丸ノ内線・南北線「後楽園」駅前 

 

 


